
農業を通して多文化共生

小学校にテント２張  寄贈

４月１９日（金）坂祝小学校にて、株式会社小

西砕石工業所からテント２張が寄贈されました。

これは、小西社長の就任ならびに十六銀行と

の事業提携を記念して贈られたものです。小西

社長は「地元の子どもたちが元気いっぱいに活

動してくれると嬉しい。」と話すと、佐伯校長は

「運動会や様々な学校行事で大切に使わせていた

だきます。」と話されていました。

５月５日（日）酒倉地内の坂祝神社前の田んぼにおいて、「親子つり大会」が開催され、関係者

や地域の親子ら約２００人が釣りを楽しみました。

参加者は手作りの池に放流されたマスを、親

子で協力して釣りその場で焼いて食べること

で地域の交流や親子の絆を深めました。最後に

は、子どもたちが懸命に手づかみでマスを捕ま

え、ゴールデンウィークのイベントを満喫して

いました。

また、人権擁護委員による人権に関する啓発

グッズの配布も行われました。

毎年恒例の親子つり大会

４月２７日（土）酒倉地内の畑において、「多

文化共生・アグリ交流グループ（代表  土屋芳郎

さん）」主催の親子農業体験が開催され、日本人

や外国人の親子ら１５人が参加しました。

参加者はさつまいもやトウモロコシ、カボチャ

など１５種類の野菜の苗植え・種まきをし、地

域の日本人と外国人が互いに助け合い交流を深

めました。今後、苗植え・種まきをした野菜を使っ

た料理教室の開催を予定しており、参加した方々

はすでに楽しみな様子でした。
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田植えを通して地域の交流

手打ちそばを体験！

５月１４日（火）愛の家グループホームさかほ

ぎにおいて、そば打ち迷人会（代表  土屋芳郎さ

ん）の会員が手打ちそばの振る舞いを行いました。

入居者の方々は、会員に教わりながらそば打

ちを体験した後、打ちたてのそばを食べました。

自分たちで打ったそばを食べた方は、「とても

おいしい」と笑顔でそばを味わっていました。

５月１９日（日）坂祝町勝山地内の田んぼにおいて、「田んぼの楽校（がっこう）」事業が行われ、

勝山地区の住民約４０人が田植えを体験しました。この事業は、地域の住民たちに田植えを通し

て地域の交流を深めてもらいたいと平成２１年度から始めたもので、参加した子どもたちは、地

域の先生に教わりながら丁寧に苗を植えていま

した。

参加者らは「このような体験は子どもにとっ

てとても貴重なこと」と話していました。

この日植えたもち米は今後、今回の参加者に

より稲刈りが行われ、同地区のもちつき大会に

使用される予定です。
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５月１２日（日）に第２０回ほのぼのタウンコ

ンサート ～郷土に思いを寄せて～ が中央公民館

大ホールで実施されました。

今回のコンサートは、坂祝町取組出身でヴィオ

ラ奏者の三品芽生さん、チェロ奏者の沖澤直子さ

ん、ヴァイオリン奏者の小寺里枝さんをお招きし、

クラシックの王道曲から民謡・アニメ・歌謡曲ま

での幅広い曲を披露していただきました。

来場された方は口ずさんだり聴き入ったりしな

がら、弦楽器の温かい音色に心癒されるひと時を

過ごされました。

第２０回 ほのぼのタウンコンサート5/12
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